
防災無線、何を言っているのか聞こえなかった…

登録は・・・

があるじゃないか！

  t-tokigawa@sg-m.jp　へ空メールするだけ！

・・・

☎ 080-0800-8432（無料）

防災情報等メール配信サービス防災情報等メール配信サービス
メール配信サービスもあります！メール配信サービスもあります！

防災行政無線テレホンサービス防災行政無線テレホンサービス

無線聞こえない…① ② ③電話しよう！ なるほど！

そんな時には！  電話で防災無線を聞ける、そんな時には！  電話で防災無線を聞ける、

問    総務課 総務課  ☎ 65-0401☎ 65-0401
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8月号掲載の短歌作品を募集します。はがきまたは電子メールに、作品１点(未発表)を8月号掲載の短歌作品を募集します。はがきまたは電子メールに、作品１点(未発表)をかいかい書で記入し、6月30日ま書で記入し、6月30日ま
ででに投稿してください(締切日の消印有効)。また、漢字には全てルビを明記してください。電子メールでの投稿に投稿してください(締切日の消印有効)。また、漢字には全てルビを明記してください。電子メールでの投稿
は、件名を「町民文芸」としてください(kouhou@town.tokigawa.lg.jpまで)｡対象は町内在住の方のみです｡ペは、件名を「町民文芸」としてください(kouhou@town.tokigawa.lg.jpまで)｡対象は町内在住の方のみです｡ペ
ンネームや雅号を使用の方は､本名も必ず記入してください。ンネームや雅号を使用の方は､本名も必ず記入してください。
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歴歴史史にに立立ちち  寄寄るる

№10
問

   生涯学習課

 生涯学習課  ☎
65-2656

☎
65-2656

渋渋沢栄一は埼玉県出身の三偉人の一人沢栄一は埼玉県出身の三偉人の一人
です。栄一は、現在の深谷市に生まです。栄一は、現在の深谷市に生ま

れ、幕末にヨーロッパに渡り今の資本主義のれ、幕末にヨーロッパに渡り今の資本主義の
仕組みを学び、明治・大正・昭和の初めにか仕組みを学び、明治・大正・昭和の初めにか
けて活躍した人物です。また、現在NHKのけて活躍した人物です。また、現在NHKの
大河ドラマ「青天を衝け」の主人公でもあり、大河ドラマ「青天を衝け」の主人公でもあり、
新一万円札肖像画にも予定されています。栄新一万円札肖像画にも予定されています。栄
一の妻である「千代」は、後に富岡製糸場の一の妻である「千代」は、後に富岡製糸場の
初代工場長になる初代工場長になる尾尾

おだ かお だ か
高高惇惇

じゅんちゅうじゅんちゅう
忠忠の妹ですが、この妹ですが、こ

の惇忠と共に行動したのが大野村（ときがわの惇忠と共に行動したのが大野村（ときがわ
町大字大野）出身の「町大字大野）出身の「柴柴

しばさきしばさき
崎崎角角

かくじろうかくじろう
次郎次郎」という人」という人

物です。角次郎はのち渋沢家の一族となり、物です。角次郎はのち渋沢家の一族となり、
渋沢栄一の秘書となります。なお、角次郎が渋沢栄一の秘書となります。なお、角次郎が
後に日銀総裁そして大蔵大臣になった「後に日銀総裁そして大蔵大臣になった「渋渋

しぶさわしぶさわ
沢沢

敬敬
けいぞうけいぞう
三三」を抱いた写真が渋沢史料館に所蔵され」を抱いた写真が渋沢史料館に所蔵され
ています。ています。

　柴崎角次郎が尾高惇忠や渋沢栄一との関係　柴崎角次郎が尾高惇忠や渋沢栄一との関係
がはっきりするのは、幕末に起きた飯能戦争がはっきりするのは、幕末に起きた飯能戦争
の時からです。の時からです。振振

しんぶぐんしんぶぐん
武軍武軍を結成した尾高惇忠がを結成した尾高惇忠が

追討軍に敗れ、敗走したときに惇忠たちを大追討軍に敗れ、敗走したときに惇忠たちを大
野村に潜ませ、その後、伊香保温泉、そして野村に潜ませ、その後、伊香保温泉、そして
実家のある深谷まで道案内をしながら、行動実家のある深谷まで道案内をしながら、行動
を共にしました。敗戦の後、角次郎は大野村を共にしました。敗戦の後、角次郎は大野村
に帰らず、渋沢家を頼って生活をし、渋沢家に帰らず、渋沢家を頼って生活をし、渋沢家
の一族として迎え入れられ、米をつき、薪をの一族として迎え入れられ、米をつき、薪を
割るなど生活全般の仕事を細やかに勤めまし割るなど生活全般の仕事を細やかに勤めまし

た。また、角次郎は渋沢栄一が外遊の時は、た。また、角次郎は渋沢栄一が外遊の時は、
大番頭として留守宅を任されました。明治６大番頭として留守宅を任されました。明治６
年（1873）には渋沢栄一の指示で、飯能戦年（1873）には渋沢栄一の指示で、飯能戦
争で自刃した「争で自刃した「渋渋
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沢沢平平

へいくろうへいくろう
九郎九郎」（惇忠及び千代」（惇忠及び千代

の弟）の遺骸を収容し東京の谷中にある渋沢の弟）の遺骸を収容し東京の谷中にある渋沢
家の墓地に改葬しました。この改葬したとき家の墓地に改葬しました。この改葬したとき
の遺骸の受け取りの書簡が、田中村（ときがの遺骸の受け取りの書簡が、田中村（ときが
わ町大字田中）のわ町大字田中）の市市

いちかわいちかわ
川川重重

じゅうへいじゅうへい
平平宛に残されてい宛に残されてい

ます。明治 7年（1874）には、平九郎の遺ます。明治 7年（1874）には、平九郎の遺
骸を埋葬した骸を埋葬した全全

ぜんとういんぜんとういん
洞院洞院（越生町）に墓石を建て（越生町）に墓石を建て

るなど、渋沢家のために力を尽くしました。るなど、渋沢家のために力を尽くしました。
文 /岩田泰治さん（大野地内）文 /岩田泰治さん（大野地内）

渋沢敬三を抱く芝崎確次郎（渋沢敬三を抱く芝崎確次郎（柴崎角次郎）柴崎角次郎）写真写真
（渋沢史料館所蔵）（渋沢史料館所蔵）

渋沢栄一渋沢栄一  と と ときがわ町ときがわ町
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